
別紙３

（成果の目標値に対する実績） 達成度 Ｃ

従前値 目標値 実績値

(25年1月時点) (27年3月時点) (27年3月時点)

(目標) (目標)

(実績) (実績)

平成25年度　構成事業
事業効果

① ○

② △

③

④

⑤

⑥

実施事業について
十分に成果が認められた点

太陽光発電は、当初予定以上の稼働率のため、再生可能エネルギーによる
エネルギー自給率の向上や温室効果ガスの削減等に貢献している。

【成果検証の総括・改善策の検討】

環境講座実施事業

環境家計簿の取組は、温暖化を進めてしまう行動を調
べ、エコライフ実行を促すものである。環境家計簿の
作成を全小学校に依頼し、家庭で取り組むことを奨励
したが、目標値の320件を33％下回り215件となった。
この理由としては継続的に取り組む家庭が少なかった
ことが考えられる。環境講座では、環境問題への理解
を深め、暮らしに身近な環境問題について考える機会
の提供に繋がった。

構成事業名 事業効果の概要及び原因分析

創エネ・省エネ対策事業

下村君地内の遊休地を有効活用して大規模太陽光発電
施設を建設し、平成２６年１月から運転を開始してい
る。稼働率は当初予定を上回り、新エネルギーに関す
る市民意識の向上や環境教育に資している。

【事業効果の整理・原因分析】

215件

（施設建設等の場合の実績）

年間利用者数
（人）

稼働率
（％）

成 果 指 標

（成果を検証する指標）

環境家計簿取組世帯数

（成果検証の具体的な方法）

環境家計簿取組世帯数の事業実施前と実施後の数値を比較し、増減数及びその原因を分析
する。

268件 320件

住民への公表状況
及び特記事項

市のホームページにおいて公表する。

平成２５年４月～平成２６年３月

成果検証報告書

【成果指標の達成状況】 成果検証実施年度　　　27年度　

市町村名 羽生市

提案事業名 羽生市エコタウン化事業

事業期間



別紙３

成果検証を踏まえた
今後の改善策

・環境講座を継続的に実施していく。
・環境家計簿を「課題」として市民に取り組んでいただく。
・環境家計簿配布時に過去の実績データを添付し、意欲を高める。

実施事業について
成果が不十分である点

環境家計簿の提出件数について、目標の３２０件を下回る件数となってお
り一般家庭へのエコライフ実行の浸透が不十分である。



別紙５

（成果の目標値に対する実績） 達成度 Ｃ

従前値 目標値 実績値

(25年1月時点) (27年3月時点) (27年3月時点)

(目標) (目標)

(実績) (実績)

①成果指標の再設定

（成果の目標値に対する実績） 達成度 Ａ Ｂ Ｃ

現状値 目標値 実績値

(27年3月時点) (28年3月時点)
(　年　月時

点)

(目標) (目標)

(実績) (実績)

②再設定指標を達成するための事業・方策内容

①

②

③

③事業・方策の実施効果

①

②

③

④特記事項

環境家計簿配布時に過去の実績データを添付し、意欲を高める。各小学校へ配布し取り組んでいただ
いているものについては、児童たちにエコライフに関心を持っていただき、回収率を高める。

実施効果の概要

環境講座を継続的に実施していくことにより、市民の方々にエコライフ実行の意識を持っていただく。それをきっ
かけに、自分の家庭でのエネルギー消費量とCO2排出量の関係に着目していただき、環境家計簿に取り組んでいた
だく。

改善計画書

成果検証実施年度 27年度　

事業期間

市町村名 羽生市

提案事業名 羽生市エコタウン化事業

成果指標の
再 設 定

（成果を検証する指標）

事業・方策内容

環境家計簿取組世帯数の事業実施前と実施後の数値を比較し、増減数及びその原因を分析する。

215件

（施設建設等の場合の実績）

年間利用者数
（人）

稼働率
（％）

【改善計画】

環境家計簿取組世帯数の事業実施前と実施後の数値を比較し、増減数及びその原因を分析する。

事業・方策名 羽生市エコタウン化事業

320件

【成果指標の達成状況】

268件 320件

稼働率
（％）

（施設建設等の場合の実績）

年間利用者数
（人）

成 果 指 標 215件

（成果を検証する指標）

平成２５年４月～平成２６年３月
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